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一
般
質
問
で
県
を
質
す

佐
々
本
県
議
は
二
月
定
例
県
議
会

一
般
質
問
に
お
い
イヽ

１
、
「信
州
千
年
の
森
構
想
」等
レ」
つ
い
て

２
、
小
水
力
発
電
の
推
進
に
つ
い
て

３
、
結
婚
支
援
け
」つ
い
て

４
、
「り
一一ア
活
用
基
本
構
想
」に
つ
い
て

一ｂ
、
行
政
改
革
に
つ
い
て

の
ｂ
項
目
に
つ
い
て
、
知
事
並
び
に
担
当
部
長
レに
、
今
日
的

課
題
の
現
況
や
今
後
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
質
し
た
．）

災
審
盈
叩
Ｘ
慧
蟹
墓
最
筵
通
搬
萎
稀
を

未
来
永
訥
に
美
し
く
豊
百
参
響
に
保
つ
織
だ

悸

ぢ

董

囲
囲
田
固
開
］
知
事
は
一信
州
の
山

新
世
紀
元
年
」と
位
置
づ

け
、
豊
か
な
森
林
を
守
リ
ム早
Ｌ
末
来
に
引
き
継
ぐ
為
に
、
地
域
の

林
業
産
業
の
去円
成
・■
●
写
乞
し
た
い
と
一言
つ
てい
る
が
、
一員
模
に
集
莉
一

化
さ
れ
た
林
業
に
は
、
一曰
笠
度
な
路
網
が
必
要
で
あ
り
、
先
ず
作

業
現
場
ま
で
大
型
車
両
の
通
行
や
、
一尚
性
能
林
業
機
械
が
活
躍
で

き
る
林
内
道
路
網
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
過
去
何
国
か
の
一
般
質
問
で
「森
の
都
信
州
」と
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
森
林
都
市
を
目
指
し
た
一信
州
千
年
の
森
」構
想
を
提
案

さ
せ
て
戴
い
に
い
る
が
、
林
務
部
長
に

，一の
構
想
に」つ
い
て
の
お
考
え

を
お
伺
い
致
し
ま
す
．

囲
閣
Ⅲ
闇
一
森
林
施
ユ一挙
を
集
約
化
し
て
本
材
の
生
産
性
を
向
上
さ

せ
安
定
的
に
供
給
す
る
為
に
は
、

林
内
道
路
網
を
高
密
度
に
開
設

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
認
識
し

て
い
る
。　
こ
の
た
め
長
野
県
森

林
，つ
く
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

は
、

，
茂

２
■
度
か
ら
３２
■
度

ま
で
に
、
林
道

林
業
専
用
道
を

１
０
０
ｋ
ｍ
、
一
一れ
を
補
ど
几す
る
森

林
作
業
道
を
１
ｏ̈
０
０
ｋ
ｍ
開
設

す
る
一
ヽ
」と
し
て
お
り
、
平
成

％
一士
度
に
お
い
て
も
森
状
最
正備

加
速
化
・林
業
再
生
基
金
を
活
用
‐し、
高
密
度
な
路
網
整
備
の
目
標

を
前
倒
し
し
て
達
成
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
′″
千、い
る
。

本
県
の
森
林
は
、
災
害
を
防
ぎ
水
資
源
を
育
む
と
と
も
に
、

様
々
な
木
材
を
生
産
す
る
私
達
の
暮
ら
し
に
か
け
が
い
の
な
い
財

産
で
あ
り
、
先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
守
リ
ムニ
ト
つ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
．　
信
州
の
森
林
が
千
年
先
も
美
し
く
豊
か
な
姿

の
ま
ま
残
り
、
未
来
水
劫
に
そ
の
次事
せ
保
コ

いヽ
く
た
め
に
、
森
林

資
源
を
活
用
し
そ
し
て
新
‐しく
若
本
を
植
え
一ヽ
育
て
る
、
と
い
つ

林
業
の
サ
イ
ク
ル
を
再
生
し
、
一
あ
循
喋
の
仕
組
み
に
よ
り
川
上
か

ら
川
ド
ま
で
広
く
一足
用
が
■
ま
れ
、
若
者
が
そ
二
に
参
加
す
る
こ

と
で
県
内
各
地
活
気
が
あ
ふ
れ
る
末
来
に

，
め
て
参
り
た
い
．
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一自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
鰹
薬
警
羅
纏
重
垂
盃
を

創
設
じ

小
ホ
カ
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
自

ぷ
“エ
ネ
ル
ギ
∫
築
璽
菫
聖
雰
籍
編
嬬
町に
支
援

同
国
閑
園
田
　
県
の
あ
生
度
予
算
案
に
お
い
デヽ
は
、
土
地
改
良

区
等
が
農
業
用
水
を
活
用
し
た
、
小
水
力
発
電
施
設
を
建
設
す
る

際
の
、
県
補
助
率
が
１
％
か
ら
５
％
に
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

等
、
積
極
的
に
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
る
が
、
小
水
力
発
電
の

普
及
拡
大
を
ど
の
様
に
推
進
す
る
の
か
。　
ま
た
土
地
改
良
区
等

か
農
業
用
水
を
活
用
し
て
発
電
を
行
う
場
合
、
上π
電
収
入
を
ど
の

様
に
活
用
す
る
の
か
農
政
部
長
に
お
伺
い
致
し
ま
す
。

次
に
、
駒
ケ
根
市
の
「理
科
大
好

続
い一一Ъ
影
卜
が斜

０
一

駒
ヶ
根
高
原
の
「幸
せ
の
森
」ブ
Ｒ
ン
エク
ト
を
見
る
と
、
思
い
出
深
い

ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
場
と
し
て
ご
尚
原
全
体
を

一
つ
の
る
プ
ー
ジ
と
し
て
、

縄
と
並
ん
で
人
気
が
高
く
、
特
に
軽
井
沢
で
は
香
港
や
台
湾
を
中

心
に
、
ワ
エ
デ
イ
ン
グ
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
し
、
駒
ヶ
根
市
で
は

昨
■
度
か
ら
「純
白
の
結
婚
式
」と
し
て
打
ち
出
し
、
中
央
ア
ル
プ
ス

千
畳
敷
に
台
湾
の
カ
ッ
プ
ル
を
招
待
し
、
大
中
市
と
の
友
好
交
流
に

発
展
‐■
い
る
。

県
と
し
て
も
市
町
村
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
海
外
に

於
け
る
セ
ミ
ナ
ー
や
商
談
会
で
の
情
報
発
信
や
、
ブ
ラ
イ
グ
ル
ツ
ア

ー
関
係
者
の
招
聘
な
ど
を
通
じ
て
、
長
野
県
が
日
本
を
代
表
す
る

リ
ゾ
ー
ト
ウ
エ
ア
イ
ン
グ
の
敵
地
で
あ
る
こ
と
を
、
海
外
に
向
け
て

Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
た
い
。

可
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
間
通
を
見
据
え
て

関
係
市
町
村
の
取
組
群
こ
整
合
性
を
圏
＝

連
携
し
て
地
域
振
興
の
実
現
に
取
可
組
お

□
囲
園
同
田
］
り
・一ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
は
本
県
の
南
の
玄
関

日
と
し
イ
、
そ
の
効
果
が
全
県
に
及
ぶ
よ
う
に
、
先
ず
地
元
で
あ
る

南
信
地
域
が

一
体
Ｌ
な
コ

取ヽ
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

今
回
の
「リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
穴
案
￥

はヽ
、
県
の
玄
関
口
と
し

て
の
地
域
の
魅
力
づ
く
り
や
新
し
い
ア
イ

デ
ア
等
、
そ
の
実
現
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
構
想
に
当

っ
て
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見
の
取
り
ま
と
め

や
、
関
係
市
町
村
等
の
地
元
と
し
て
の
意

見
や
要
望
件は、
ど
の
様
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
先
ず
企
画
部
長
に
伺
い
た
い

次
に
、
り
一ラ

中
央
新
幹
線
を
見
据

え
た
地
域
振
興
策
を
実
現
す
る
ん
に

は
、
県
は
も
と
よ
り
関
係
市
町
村
の
主

体
的
取
組
み
が
不
軒
欠
で
あ
り
、
各
市

町
村
の
構
想
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
方
向
付
け
を
し
て
い
く
ヽ
口
」が
必
要

と
考
え
る
一か
、
こ
の

」と
も
伺
い
た
い

口
Ⅷ
Ⅲ
闇
］
り
・一ア
活
用
基
本
構
想

の
策
定
は
、
県
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

地
域
の
将
来
像
や
り
一一ア
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア

を
伺
う
と
と
も
に
、
自
治
体
関
係
者
、
り
一一ア
建
設
促
進
長
野
県

協
議
会
を
構
成
す
る
県
下
各
地
区
の
期
成
同
盟
会
、
経
済
団
体
・

青
年
会
議
所
等
の
意
見
を
伺
Ｐ
に
上
で
、
「案
」と
し
て
取
り
ま
と

め
、
関
係
市
町
村
の
意
見
は
伊
那
谷
自
治
体
会
議
、
或
い
は
各
地

区
の
期
成
同
盟
会
等
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
構
想
案
の
中
に
取
り

入
れ
さ
せ
て
戴
い
た
。　
ま
た
、
南
信
州
広
域
連
合
が
策
定
し
た

「り
一一ア
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」、
或
い
は
上
伊
那
広
域
連
合
策
定
の
「地
域

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」な
ど
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
と
り
ま
と
め
、
過

日
の
伊
那
谷
自
治
体
会
議
に
お
い
て
も
、
基
本
構
想
の
内
容
Ｆに
つ
い

て
賛
同
戴
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
具
体
化
に
当
っ
て
は
こ
の
伊

那
谷
自
治
体
会
議
等
を
中
心
に
、
関
係
自
治
体
と
協
議
・連
帯
し
、

方
向
性
を
共
有
し
な
が
ら
地
域
振
興
だ
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

新
た
に
庁
内
に
『
地
域
振
興
課
」
を
設
置
し

現
地
機
関
が
主
体
こ
な

っ
て
地
域
振
興
策

を
展
開
で
き
る
体
制
の
整
備
を
囲
る

同
開
田
閣
四
囲

こ
の
４
月
ょ
り
組
織
改
革
に
よ
り
企
画
振
興
部

内
に
「地
域
振
興
課
」が
設
置
さ
れ
る
。
り
一一ア
中
央
新
幹
線
を
見

据
え
地
域
振
興
に
限
ら
ず
、
地
域
振
興
は
現
地
機
関
が
主
体
と

な
コ

進ヽ
め
る
一
ア
」が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

進
め
る
の
か
。　
ま
た
、
庁
内
組
織
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て
、
将
来

現
地
機
関
の
見
直
し
は
あ
る
の
か
知
事
の
所
兄
を
お
伺
い
し
た
い
。

更
に
、
新
年
度
よ
り
一県
民
文
化
部
一の
新
設
に
伴
い
「文
化
政

策
課
」が
設
置
さ
れ
る
が
、
県
内
各
地
に
於
け
る
文
化
振
興
は
こ

の
「文
化
政
策
課
」が
行
う
の
か
、
先
程
の
一地
域
振
興
課
」が
行

う
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す
る

文
化
の
対
象
や
範
囲
に
つ
い
イ、

総
務
部
長
に
お
伺
い
し
た
い
´

ｍ
Ⅲ
Ⅲ
Ш
国

新
た
に
本
庁
に

設
置
す
る
「地
域
振
興
課
一は
、

市
町
村
あ
る
い
は
地
域
の
皆
様

方
の
声
を
第

一
に
、
地
方
事
務

所
の
課
題
で
本
庁
各
部
に
ま
た

た
小
水
力
発
電
所
施
設
か
ら
得

る
売
電
収
入
は
、
土
地
改
良
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
日
的
と

‐し
、
揚
水
ポ
ン
ブ
や
水
門
の
開
開
装
置
の
電
気
代
に
使
用
す
る
ほ

か
、
老
朽
化
し
た
農
業
用
水
路
等
の
補
修
・補
強
と
い
っ
た
長
寿
命

化
対
策
の
費
用
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

上
伊
那
地
域
で
は
県
・市
町
村

土
地
改
良
区
が
共
同
で
農
業
用

水
に
於
け
る
小
水
力
発
電
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
■ヽ
て
き
た
結

果
、
２
箇
所
に
つ
い
て
採
算
性
が
見
込
ま
れ
売
電
収
入
を
揚
水
ホ
ン

プ
の
電
気
代
等
に
当
一、ら
れ
る
一
口

かヽ
ら
、
土
地
改
良
区
が
建
設

に
取
り
組
む
見
込
み
で
あ
る
。

□
闇
四
Ш
国

県
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
拡
大
す
る
Ｌ
一、

将
来
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
担
い
得
る
、
若
者
の
積
極
的

な
育
成
は
大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
、
来
年
度
教
育
委
員
会
と
連

携
し
て
「信
州
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・環
境
教
育
支
援
事
業
」を
創
設
、

県
内
の
昌
等
学
校
等
を
対
象
に
、
↑
水
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・環
境
教
育
を
支
援
す
る
）」と
と
し
て
い
る
．

ま
た
、
来
Ｉ
度
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
特
化
し
た
「自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
発
電
推
進
事
業
」を
創
設
し
、
一巾
町
村
や
地
域

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・中
小
企
業
等
に
よ
る
、
地
域
の
日
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事

業
に
対
し
て
積
極
的
に
支
援
し
て
参
り
ま
十
。

饉
側
の
美
し
い
自
然
慶
暑
翻
募
義
掘
りし

日
率

権
代
疑
す
る
リ
ツ
ー
ト
ウ
エ
蠣
ィ
ン
グ
の
敵

地
こ
し
て
幡
報
を
犠
幅
し
国
陶
聾
餞
ｐ
Ｒ

［旧
円
困
回
胴
一
長
野
県
は
豊
か
な
自
然
や
文
化
遺
産
な
ど
の
観
光

資
源
が
多
く
あ
り
、
観
光
と
様
々
な
産
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
結
び
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
一
ヽ
一が
出
来
る
．

』辮嘲ぶ椰
¨

し
て
参
り
た
い
．．

現
地
機
関
に
つ
い
て
は
、
工肛
回
の
改
正
か
ら
５
年
が
経
過
す
る

こ
と
な
つ
、
各
機
関
に
於
け
る
課
題
を
見
極
め
つ
つ
、
〈
′
国
の
改

正
を
踏
ま
え
た
本
庁
と
現
地
機
関
に
於
け
る
ｔ
務
の
つ
な
が
り

や
、
業
務
の
円
滑
な
執
行
体
制
、
市
町
付
への
影
響
な
ど
に
つ
い
て

調
査
・検
討
を
行
コ
て参
り
た
い
．

閥
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
一
文
化
政
策
化
が
担
・プ
文
化
は
、
文
化

‐―ム術
の
振

皿
で

あ
り
、
文
化
財
保
護
業
務
に
つ
い

はヽ
、
文
化
財
保
護
法
の

位
中直
．つ
け
な
り
、
引
去
続ヽ
き
教
育
委
員
会
が
行
う
．

県
内
各
地
域
の
文
化
振
興
に
つ
い
占
は
、
一
慨
に
言
え
な
い

か
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
組
八
支
援
な
ど
は

文
化
政
策
課

、
こ

れ
キ
活
用
し
た
地
域
振
興
に
つ
い

はヽ

地
域
振
興
課
一が
担
う
」

の 畷
賞
一
ロ


